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去
る
、
六
月
十
五
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら
、
青
森
県

水
産
ビ
ル
七
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
十
年
度
（
第

五
十
年
度
）
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議
事
に
先
立
ち
、

植
村
正
治
県
漁
連
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の

木
村
守
男
青
森
県
知
事
よ
り
祝
辞
の
あ
と
、
家
政
政
市
下

風
呂
漁
協
組
合
長
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入
り
、
平

成
十
年
度
収
支
決
算
を
始
め
と
す
る
8
議
案
が
上
程
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
平
成
十
年
度
を
顧
み
ま
す
と
、
大
変
厳
し
い
年
で
あ
り

ま
し
た
。
ス
ル
メ
イ
カ
漁
が
約
六
十
％
の
減
と
な
り
、
そ

の
漁
家
減
収
に
思
い
を
馳
せ
た
と
き
、
胸
に
迫
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
む
つ
湾
内
の
ホ
タ
テ
加
工
業
者
が
出

荷
ホ
タ
テ
加
工
製
品
か
ら
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
検
出
、
八
戸

市
の
水
産
加
工
場
が
出
荷
し
た
イ
カ
製
品
か
ら
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
検
出
等
水
産
業
界
に
お
け
る
衛
生
管
理
の
重
要
性
が

認
識
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
大
畑
町
の
イ
カ
加
工
業
者
及
び
む
つ
湾
内
の
ホ

タ
テ
加
工
業
者
の
大
型
倒
産
は
水
産
業
界
の
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
事
件
で
し
た
。
そ
し
て
、
深
浦
町
大
戸
瀬
漁
協
管
内

で
外
国
船
の
座
礁
事
故
が
発
生
し
、
県
、
町
、
漁
協
、
保

安
部
、
県
漁
連
が
一
体
と
な
り
、
船
主
に
対
し
油
抜
き
取

り
作
業
を
進
め
さ
せ
油
流
出
も
な
く
船
体
撤
去
が
出
来
ま

し
た
こ
と
は
、
良
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
国
際
問
題
で
は
、
四
十
年
余
の
懸
案
で
あ
っ
た
日
韓
漁

業
問
題
に
つ
い
て
総
力
を
結
集
し
、
新
協
定
の
恥
部
で
あ

る
大
和
堆
を
含
む
暫
定
水
域
設
定
へ
の
強
力
な
反
対
運
動

に
参
加
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た
こ
と
と
、
ス
ル
メ
イ

カ
が
新
た
に
T
A
C
制
度
に
導
入
さ
れ
、
実
施
段
階
に
入

っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。�

　
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
本
会
創
立
五
十
周
年
大

会
が
盛
会
裡
に
挙
行
、
そ
し
て
、
ひ
ら
め
放
流
事
業
の
成

果
に
よ
り
水
揚
げ
が
三
年
連
続
で
日
本
一
を
達
成
致
し
ま

し
た
。
ま
た
平
内
町
漁
業
協
同
組
合
の
ホ
タ
テ
生
産
量
が

単
協
と
し
て
日
本
一
と
嬉
し
い
限
り
で
あ
り
、
流
石
に
青

森
県
の
海
は
豊
か
だ
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
今
、
青
森
県
の
漁
港
は
百
港
を
超
え
て
お
り
建
設
省
、

運
輸
省
所
管
を
加
え
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
ま
す
。

沿
整
事
業
も
二
十
四
億
円
余
、
全
国
の
1
/
8
で
あ
り
、

日
本
一
の
予
算
額
で
あ
り
ま
す
。
ヤ
リ
イ
カ
の
魚
礁
を
目

玉
と
し
て
日
本
海
、
津
軽
海
峡
、
大
平
洋
、
む
つ
湾
と
設

置
さ
れ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
成
果
が
期
待
出
来
ま
す
。
ま
た
、

む
つ
湾
の
ホ
タ
テ
養
殖
共
済
全
面
加
入
も
日
本
一
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
木
村
県
政
の
沿
岸
漁
業
者
の
所
得
の
安
定
を
考

挨拶を述べる植村会長�

�



������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

-2-

え
た
全
国
一
の
補
助
金
助
成
で
あ
り
ま
す
。�

　
二
十
一
世
紀
こ
そ
資
源
管
理
の
時
代
で
あ
り
、
そ
の
最

重
要
課
題
は
、
資
源
枯
渇
型
漁
業
と
の
調
整
で
あ
り
、
ト

ロ
ー
ル
等
の
減
船
が
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
度
、
青
森
県
日
本
海
の
漁
業
者
の
長
年
の
願

望
で
あ
り
ま
す
ト
ロ
ー
ル
減
船
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
船
主

と
地
元
の
協
力
な
く
し
て
は
出
来
ま
せ
ん
。
特
に
、
木
村

県
政
が
国
と
同
額
の
補
償
額
を
負
担
す
る
決
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
日
本
で
は
青
森
県
知
事
が
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、
県
及
び
市
町
村
行
政
が
浜
と
一
体
と
な

っ
た
時
、
無
限
の
力
を
発
揮
出
来
る
の
が
海
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
力
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
、
組
織
づ
く
り
が
我
々

の
責
任
で
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
度
は
、
我
々

漁
協
の
役
員
と
組
合
員
が
組
織
強
化
の
た
め
決
断
を
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
、
そ
し
て
次
世
代
の

若
者
と
青
森
県
の
漁
業
の
再
構
築
の
た
め
に
。�

　
十
年
度
の
本
会�

取
扱
高
は
ス
ル
メ�

イ
カ
等
の
不
漁
と�

不
況
の
中
で
六
十�

億
の
減
額
と
な
っ�

て
厳
し
い
も
の
で�

あ
り
ま
し
た
が
、�

か
ね
て
か
ら
の
充�

分
な
リ
ス
ト
ラ
態�

勢
下
の
本
会
の
業�

務
執
行
は
大
き
な�

力
を
発
揮
し
、
若�

干
で
は
あ
り
ま
す
が
出
資
配
当
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。�

　
新
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
足

固
め
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
に
も
、
全
国
運
動
と
し

て
の
漁
業
基
本
法
制
定
を
浜
の
声
と
し
て
立
ち
上
げ
る
と

共
に
、
持
続
可
能
な
漁
業
漁
村
の
中
核
た
る
本
会
と
致
し

ま
し
て
は
、
会
員
漁
協
の
合
併
及
び
再
建
整
備
漁
協
等
の

利
子
補
給
財
源
の
確
保
の
た
め
に
、
非
常
勤
役
員
の
報
酬

五
％
の
削
減
と
退
任
手
当
金
三
十
％
カ
ッ
ト
を
始
め
、
活

力
あ
る
組
織
と
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

経
営
の
健
全
化
の
中
で
、
青
森
県
の
主
要
産
業
で
あ
る
漁

業
を
足
腰
の
強
い
も
の
と
し
、
地
方
分
権
の
時
代
に
応
え

る
「
二
十
一
世
紀
は
漁
村
の
時
代
」
と
す
る
た
め
、
努
力

す
る
こ
と
を
申
し
添
え
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

　
1
、
漁
協
経
営
基
盤
強
化
対
策
推
進�

　
2
、
漁
業
生
産
基
盤
強
化
、
増
養
殖
事
業
等
の
推
進�

　
3
、
ほ
た
て
、
い
か
、
さ
け
、
ひ
ら
め
、
そ
の
他
漁
業 

　
　 

 
 の

安
定
的
再
生
産
の
諸
対
策�

　
4
、
水
産
物
付
加
価
値
向
上
、
加
工
新
製
品
開
発
へ
の

　
　 

 
 

取
り
組
み�

　
5
、
漁
業
経
営
の
安
定
的
発
展
の
諸
活
動�

　
6
、
水
産
物
、
水
産
製
品
の
消
費
拡
大
の
諸
対
策�

　
7
、
漁
業
用
石
油
類
、
資
材
の
安
定
供
給�

　
8
、
漁
業
環
境
保
全
対
策�

　
9
、
そ
の
他
の
諸
活
動�
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�

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、�

　
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

�


